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１．凍結管の構造 

（１）凍結管の構造と構成部材 

 凍結管の構造と構成部材について、以下に模式図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）凍結管の削孔・建込手順【現施工方法】 
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凍結管（三重管）構造図 

凍結管（三重管）削孔・建込手順 
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２．事象説明 

 ケーシング底部の止水パッカーの止水不良について以下に報告する。 

 

【事象】パッカーの止水不良  

・ケーシング孔内を全て排水・キャップし、後日水位測定したところ、孔内に地下水が流入していた。 

  ・孔内底部に土砂を確認した。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ パッカーの止水が良好な測温管 S-9 と不良な S-7 のケーシングを回収したところ、以下の結果で

あった。 

  

【止水良好な S-9】 

パッカー底部からの状況観察にて、計画

通りのパッカー拡張・ケーシング内面への

密着を確認した。 

 

 

 

 

 

 

【止水不良な S-7】 

パッカーをケーシングから引き抜くことができた。周囲に砂質土が付着しており、十分なパッカー拡張がなさ

れていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パッカー止水不良の原因としては、循環再利用の削孔水のためケーシング削孔時にビットで切削・撹

拌された土砂が管内に沈降堆積し、パッカーの拡張を阻害したものと考えられる。その結果、止水性が

低下し、孔内に地下水の流入も許したものと考えられる。 

孔内に流入した地下水と土砂 
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回収直後の布パッカージ 

回収直後の布パッカー 
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パッカー軸が偏心 
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想定される事象 
スライムのまわりこみ 
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３．ケーシング底部止水性向上策 

（１）基本対策案 

ＣＢ（セメントベントナイト）を止水パッカー下部に充填する。ＣＢをパッカー下部に確実に充填するため、ＣＢ

充填範囲は、ケーシング外周～地山孔壁、並びにケーシング下端とする。 

 

 

（２）各部材の構造 

 （ａ）パッカー未施工部：新設あるいはケーシングのみ施工部 

  【変更】： 管内側からＣＢ圧入しケーシング外周にＣＢ充填→ＣＢ未固化状態にてパッカー挿入・拡張

→ＣＢ未固化状態にて管内部の洗浄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｂ）パッカー既施工部：閉塞不具合部 

  【変更】： パッカーを削孔破砕→管内側からＣＢ圧入しケーシング外周にＣＢ充填→ＣＢ未固化状態に

てパッカー挿入・拡張→ＣＢ未固化状態にて管内部の洗浄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳  細 

（パッカー下部の止水を確実にするため以下の３タイプの止水材との組合せ効果を確認する） 
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■試験仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■水ガラス系溶液の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■止水材の配合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■使用機械 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラウトミキサー                       注入ポンプ 

急結ＣＢ セメントミルク

セメント 125 ㎏ 水ガラス 350 ㎏ セメント 1000 ㎏

ベントナイト 21 ㎏ 水 680 ㎏

水 450 ㎏ 水 250 ㎏ 計 1,680 ㎏

計 596 ㎏ 計 600 ㎏

ＬＷ

セメント 500 ㎏ 水ガラス 350 ㎏

水 340 ㎏ 水 250 ㎏

計 840 ㎏ 計 600 ㎏

Ａ液（1,000㍑）

Ａ液（500㍑） Ｂ液（500㍑）

Ａ液（500㍑） Ｂ液（500㍑）

1 2 3

パッカー直上 パッカー直下 パッカー直下

急結CB ＬＷ ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ

3分程度 1分程度 6時間 程度

6㍑

6時間以上

浸水直後・3時間後・6時間後

浸水養生排出後は湧水発生の有無を経過観察
   液面計測

充填量

浸水養生時間

0.4ｍ

10㍑

200%

1.2Mpa

130mm充填内径

充填長さ

充填容量

充填率

0.3ｍ

5㍑

120%

パッカー有効長

パッカー充填量

パッカー充填率

パッカー上限圧力

止水材

固化時間

止水位置

タイプ

セメント系急結材 

ＣＢ 

セメント系急結材 

止水材注入位置 

タイプ２ 

タイプ１ 
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４．ケーシング底部の止水性向上策の効果確認試験 

■目的 

ケーシング底部の止水性向上策の効果を確認する。 

 

■試験フロー 

（１）パッカー直上に止水材を注入するタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）パッカー直下に止水材を注入するタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ＣＢ充填 ⇒ セメント＋ベントナイト

↓

2 パッカー挿入 ⇒ ﾊﾟｯｶｰ全長：0.6ｍ、ﾊﾟｯｶｰ有効長：0.4ｍ

↓

3 バッカー充填 ⇒ セメントミルク

↓

4 ＣＢ回収 ⇒ エアーリフトにより回収

↓

5 急結材添加 ⇒ 急結材：水ガラス

↓

6 清水充填 ⇒ ケーシング孔口まで

↓

7 浸水養生 ⇒ 6ｈ以上

↓

8 清水回収 ⇒ GL-15ｍ～20ｍ程度

↓

9 液面計測 ⇒ 1ｈ～3ｈ

1 ＣＢ充填 ⇒ セメント＋ベントナイト

↓

2 止水材添加 ⇒ 1.懸濁型薬液（LW）

↓ 2.セメントミルク

3 パッカー挿入 ⇒ ﾊﾟｯｶｰ全長：0.6ｍ、ﾊﾟｯｶｰ有効長：0.4ｍ

↓

4 バッカー充填 ⇒ セメントミルク

↓

5 ＣＢ回収 ⇒ エアーリフトにより回収

↓

6 清水充填 ⇒ ケーシング孔口まで

↓

7 浸水養生 ⇒ 6ｈ以上

↓

8 清水回収 ⇒ GL-15ｍ～20ｍ程度

↓

9 液面計測 ⇒ 1ｈ～3ｈ

セメント系急結材 orセメントミルク 
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■タイプ１ 手順図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急結ＣＢ 
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■タイプ２/タイプ３ 手順図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セメント系急結材 
or 

セメントミルク 
セメント系急結材 

セメント系急結材またはセメントミルク
を充填 


